
核兵器と戦争の密接な関係性について　

　　　　　　　北嶋　詢

　

核兵器は地球を守る。

そんなわけないだろう。初めにこの文を見た時私はそう思いました。

日本では小学校の歴史の授業で戦争の過程でアメリカから広島と長崎に原子爆弾が落とさ

れ、甚大な被害を被ったと習います。それでも小さい時には命の重さなど正しく理解でき

るわけがありません。私も例外ではなくその話を他人事のように聞いていました。それで

もテストで出題されるためいつ原爆が落とされたのか日付と犠牲者の人数について、事務

的に覚えました。小学校六年生の道徳の授業で広島の核に被弾した女の子の闘病の話を読

みます。佐々木禎子さん。彼女は12歳の時に亡くなっているため、今の私からしたらちょ
うど妹と同じくらいの歳の差があるわけですが、当時その話を読んだ時、私は同い年の女

の子の闘病と最期を読み急に戦争が現実に起こったことなのだと認識するようになりまし

た。広島に落とされた原子爆弾により被曝し、白血病と闘いながらも12歳の若さで命を落
とした彼女のことを思うと胸が苦しくなりました。彼女の最期に言った「お父ちゃん、お

母ちゃん、みんなありがとう。」という彼女の人柄を表したようなこの言葉にも心が締め

付けられる思いでした。

年齢、性別関係なく無差別に命を奪っていく核兵器、その被害は甚大で爆風や火炎による

被害とは別に、放射線を大量に浴びることで体内に侵食し、細胞を破壊したり、骨髄など

の造血機能を破壊したりします。これは一時的なものではなく長期間にわたり人々を苦し

めます。しかし、日本は唯一の戦争被爆国でありながら今はアメリカの核の傘に守られて

います。守られているというと聞こえはいいですが、実際それは日本が核兵器禁止条約に

反対していることを意味します。

今の平和ボケしている日本では戦争のことなんてこれっぽっちも思いつきませんし、約80
年前にあった悲劇の上に成り立っている今を当たり前のように生きています。最近になっ

て北朝鮮が核ミサイルの実験を始め、テレビなどでもミサイルが日本に着陸してしまった

時の危険性などが言われるようになってきました。そこでアメリカの核の傘が役に立つわ

けですが、実際、本当に役に立つのでしょうか。私はあまりそう感じません。北朝鮮は

2023年に入りすでに11回も弾道ミサイルを打ち上げています。もし日本に核ミサイルが着
陸した時にアメリカはどう動くのでしょうか。

核の傘は安全保障条約が根拠に言われているものではありますが、法的拘束力はなく、日

本は少し核の傘に依存しすぎている気がします。だからといってアメリカが核の保有を放

棄して、日本が核兵器禁止条約になんの制約もなく参加できるようになれば他の核保有国

がこれを好機だと見て一斉にアメリカに攻め入るでしょう。この核兵器について国の意見

は保有国とそうでない国同士やはり意見は割れてしまいます。保有国同士に手を組まれて

しまうと、大半の国が保有国の植民地になったり、また国が消えて統一されてしまったり

するでしょう。これは最悪の場合です。今は保有国同士がお互いを牽制し合っているため

大規模な核戦争は起こらないと私は考えます。
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では小規模な核戦争だったら起こる可能性は高いのではないか。ロシアがウクライナに侵

攻を開始して一年半ほど経ちました。ロシアはウクライナが核兵器を手に入れたら核での

先制攻撃をすると公言しています。ロシアとウクライナで核を使った戦争が起きてしまう

とNATOに加盟している国をも巻き込んだ大規模な戦争に発展しそうで恐ろしいです。そ
の場合、規模は第二次世界大戦に匹敵すると私は考えます。その上、戦争の原因が核の使

用によるものだったとしたら核保有国が自国や同盟国を守るために核を使わざるを得なく

なり、被害は拡大していくことでしょう。これは人類だけではなく地球全体に被害を及ぼ

します。もし核戦争が起こった場合、地球の気温が平均で1.3度下がると言われていま
す。核兵器が放たれたことによって煤煙が上空に集まり太陽光を遮るためです。これは戦

争中に広島に落ちた原子爆弾が100発程度撃たれた時の予測であり、仮にアメリカにある
すべての核兵器が使用された場合、数年かけて平均8度、北米やユーラシア大陸の内陸で
は20度から30度下がると予想もされます。成層圏のオゾンが減少し、有害な紫外線が地上
に降り注ぎます。食物が育たなくなり世界的な大飢饉になった場合、約15億人、最悪の場
合50億人が餓死すると米国の研究チームが最近発表しました。もしそうなってしまった場
合それは私たちが想像する地獄をさらに上回ることでしょう。

私は、核兵器は戦争において牽制にはなるけれど、もし一つの国が引き金を引いてしまっ

たら、世界を巻き込んだ大戦争になると考えます。それは国としての体裁を守ることがで

きたとしても人と地球は守ることは難しいと思いました。核兵器がもしこの世から消えた

としても、なんらかの拍子にまた別の核兵器に匹敵する兵器が登場する可能性もありま

す。核兵器は人類を、地球を滅ぼすこともできるということを、戦争を他人事のように感

じている人々に伝わってほしいです。これからも地球を人間の力で壊すことがないよう

に、一人の人間として出来ることは少ないですが、私の思いが周りの人に影響を与え、そ

れがまた他の人にと伝わっていくことを願っています。
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